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☀二学期スタート☀ 

    

令和六年度二学期が始まりました。朝晩は涼しい風が吹き、秋 

らしい爽やかな季節となりましたが、日中はまだまだ三十度を超 

える真夏日が続いています。このような季節の変わり目は、体調 

をくずしやすいので睡眠と食事をしっかり取って下さい。特に、 

那覇市では、インフルエンザ注意報と手足口病警報が発令中です。 

帰宅したらうがいと、石けんを使った手洗いを徹底し、感染予防 

を行って下さい。 

 

✍学校の提出物について✐    

 

   十一月は、ほとんどの中学校で中間テストが行われます。 

鏡原中学校は、今年度から中間テストが廃止されましたが、中学 

３年生だけは、内申に関わる最後の総合テストが実施されます。 

内申の説明は聞いた事があると思いますが、毎年、志望高校を決 

める時に、内申が足りなくて後悔する受験生が少なくありません。 

なぜなら、中三の内申がどんなに良くても、中一と中二の内申は 

変えられないので、目標の内申に届かないことがあるからです。 

その内申は、定期テストや単元テストだけでは決まりません。 

授業態度や学習意欲、そしてワークや問題集などの提出物が内申 

の評価にどんどん加算されます。提出物は日々の努力の結晶です。 

 

※高校入試は、当日の五教科の得点と内申点で決まります。       
   



     

★秋の宿泊研修★ 

 

去る十月十三・十四日の両日、渡嘉敷島の国立青少年の交流の家 

で宿泊研修を行いました。総勢二十一名の参加者は、スポーツ活動 

・星空観察・海洋研修をたっぷり満喫し、思いっきり自然に触れて 

楽しむことができました。今回、過去に生徒として参加したことの 

ある安藤先生から、次のコメントを頂きました。（一部抜粋） 

「今回の渡嘉敷研修は、大自然の中で皆さんと一緒に過ごすこと 

ができてとても楽しかったです。過去に参加した時は、台風の 

影響で、次の日にフェリーが出ないかもしれないという悪天候 

のもと、〝大変だった〟という思いが強く残っていました。 

今回は天気にも恵まれて、素敵な思い出をたくさん作ってくれ 

た皆さんには大変感謝しています。 

最後に、私の好きな〝知は力なり〟という言葉を紹介します。 

ここでいう知とは〝経験〟を指します。今回で言えば渡嘉敷の 

大自然に触れたことです。生活の中では、学校に行く事・友達 

と話をする事・失恋する事など大人になるに連れてできなくな 

ってしまう事はたくさんあります。今、皆さんがやりたい事や 

できる事は〝今しか〟できない事かもしれないので、どんどん 

積極的に挑戦して欲しいです。（失敗しても経験になります。） 

やらなくて後悔するよりは、ずっと楽しいですよ‼️」安藤咲彩 

 

 
 

◇十一月予定行事◇  

 

▽二学期中間テスト…小禄十二・一三日 

▽総合テスト（中三）…鏡原二十五・二十六日  

  

  


